
【FdData中間期末：中学理科1年化学】 

 [濃度：応用] 

 ◆パソコン・タブレット版へ移動 

 

[問題](2学期中間) 

15g の砂糖を用いて，濃度が 5%の砂

糖水をつくりたい。何gの水を用意すれ

ばよいか。 

 

[解答]285g 

[解説] 

水の質量をx g とすると，砂糖(溶質)は

15g なので，砂糖水(溶液)は， 15x (g)

である。 

(溶液の量)×
100

)(濃度％ ＝(溶質の量)より， 

  15
100

5
15 x ，両辺に100をかけると， 

http://www.fdtext.com/dat/fdata_r1k6_2g.pdf
http://www.fdtext.com/dat/fdata_r1k6_2g.pdf


  30015,1500515  xx  

よって， 28515300 x  

(別解) 

(砂糖の質量)：(水の質量)から考える。 

濃度が5%の砂糖水は，砂糖が5％，水が

95％(＝100－5)なので， 

(砂糖の質量)：(水の質量)＝5：95 

＝1：19 

(砂糖の質量)＝15(g)なので，(水の質量)

＝15(g)×19＝285(g) 

※出題頻度：この単元はしばしば出題さ

れる。 

 



[問題](後期期末) 

 次の各問いに答えよ。 

(1) 食塩18gに水を加えて25％の食塩水

をつくるとき，必要な水の質量は何

gか。 

(2) 水 215gに食塩をとかして 14％の食

塩水をつくるとき，必要な食塩の質

量は何gか。 

 

[解答](1) 54g (2) 35g 

[解説] 

(1) 水の質量をx gとすると，食塩(溶質)

は18gなので，食塩水(溶液)は， 18x (g)

である。 

(溶液の量)×
100

)(濃度％ ＝(溶質の量)より，

  18
100

25
18 x ， 



  18
4

1
18 x ，両辺に4をかけると， 

41818 x ， 7218x ， 1872x  

よって， 54x  

(別解) 

(食塩の質量)：(水の質量)から考える。 

濃度が 25%の食塩水は，食塩が 25％，

水が75％(＝100－25)なので， 

(食塩の質量)：(水の質量)＝25：75＝1：

3 

(食塩の質量)＝18(g)なので，(水の質量)

＝18(g)×3＝54(g) 

(2) 食塩(溶質)の質量をx gとすると，水

は 215g なので，食塩水(溶液)は，

215x (g)である。 

(溶液の量)×
100

)(濃度％ ＝(溶質の量)より，



  xx 
100

14
215 ， 

両辺を100倍すると， 

   10014215  xx ， 

xx 100301014  ， 301010014  xx ，

301086  x ，  863010 x  

よって， 35x  

(別解) 

(食塩の質量)：(水の質量)から考える。 

濃度が 14%の食塩水は，食塩が 14％，

水が86％(＝100－14)なので， 

(食塩の質量)：(水の質量)＝14：86 

＝7：43 

(水の質量)＝215g なので，(食塩の質

量)：215＝7：43 

比の外項の積は内項の積に等しいので，

(食塩の質量)×43＝215×7 



よって，(食塩の質量)＝215×7÷43＝

35(g) 

 

 



[問題](3学期) 

 15％の食塩水 150g に水を加えたとこ

ろ，濃度が10％になった。このとき加え

た水の質量は何gか。 

 

[解答]75g 

[解説] 

加えた水の質量をx g とし，水を加える

前後の食塩の量に注目して，方程式をつ

くる。 

15％の食塩水 150g に含まれる食塩の質

量は， 

(食塩(溶質)の量)＝(溶液の量)×
100

)(濃度％

＝150(g)×
100

15 ＝22.5(g)･･･① である。 

水 x g を加えたときの食塩水(溶液)全体

の質量は，150＋x (g)で，濃度は10％な



ので， 

(食塩(溶質)の量)＝(溶液の量)×
100

)(濃度％

＝(150＋x )×
100

10 ＝
10

150 x ･･･② 

①と②の食塩の量は等しいので， 

5.22
10

150


 x  

両辺に 10 をかけると， 225150  x ，

150225x ， 75x  

(別解) 

(食塩水の質量)：(食塩の質量)：(水の質

量)から考える。 

濃度が10％の食塩水の場合， 

(食塩水の質量)：(食塩の質量)：(水の質

量)＝100：10：90＝10：1：9 である。 

水を加えた後の 10％の食塩水に含まれ

る食塩の質量は，15％の食塩水 150g に

含まれる食塩の質量と等しい。よって， 



(食塩の質量)＝150(g)×
100

15 ＝22.5(g) 

(食塩水の質量)：(食塩の質量)＝10：1な

ので， 

(食塩水の質量)＝(食塩の質量)×10 

＝22.5(g)×10＝225(g) 

最初にあった食塩水は 150g なので，加

えた水は，225－150＝75(g) である。 

 

 



[問題](3学期) 

 15％の食塩水 150g を沸騰さて水を蒸

発させたところ，濃度が 25％になった。

この25％の食塩水の質量は何gか。 

 

[解答]90g 

[解説] 

蒸発させた水の質量をx g とし，蒸発さ

せる前後の食塩の量に注目して，方程式

をつくる。15％の食塩水 150g に含まれ

る食塩の質量は， 

(食塩(溶質)の量)＝(溶液の量)×
100

)(濃度％

＝150(g)×
100

15 ＝22.5(g)･･･① である。 

食塩水 150gから水x gを蒸発させると，

食塩水全体は，150－ x (g)で，濃度が

25％なので， 



(食塩(溶質)の量)＝(溶液の量)×
100

)(濃度％

＝(150－x )×
100

25 ＝
4

150 x ･･･② 

①と②の食塩の量は等しいので， 

5.22
4

150


 x  

両辺に 4 をかけると， 45.22150  x ，

90150  x ， 90150x ， 60x  

従って，蒸発させた水は 60g なので，

25％の食塩水の質量は，150－60＝90(g) 

(別解) 

(食塩水の質量)：(食塩の質量)：(水の質

量)から考える。 

濃度が25％の食塩水の場合， 

(食塩水の質量)：(食塩の質量)：(水の質

量)＝100：25：75＝4：1：3 である。 

水を蒸発させた後の 25％の食塩水に含

まれる食塩の質量は，15％の食塩水150g



に含まれる食塩の質量と等しい。よって， 

(食塩の質量)＝150(g)×
100

15 ＝22.5(g) 

25％の食塩水について，(食塩水の質

量)：(食塩の質量)＝4：1 なので， 

(食塩の質量)＝22.5(g)×4＝90(g) であ

る。 

 



[問題](3学期) 

5%の食塩水に食塩を 40g 加えると

24%の食塩水になる。5%の食塩水は何g

あったか。 

 

[解答]160g 

[解説] 

食塩(溶質)の量に注目して式をたてる。

(溶質の量)＝(溶液の量)×
100

)(濃度％  

5%の食塩水をx gとする。 

(5％の食塩水 x g 中の食塩の量)＋(加え

る食塩の量)＝(24％の食塩水( 40x )g

中の食塩の量) なので， 

 
100

24
4040

100

5
 xx  

両辺を 00 倍すると， 



  9602440005,402440005  xxxx

4000960245  xx  

    160193040,304019  xx  

 



[問題](3学期) 

20%の食塩水を 150g の水でうすめる

と14%の食塩水になる。20%の食塩水は

何gあったか。 

 

[解答]350g 

[解説] 

20%の食塩水をx gとする。 

(20%の食塩水x g 中の食塩の量)＝(14％

の食塩水( 150x )g 中の食塩の量) なの

で，  
100

14
150

100

20
 xx  両辺を 00 倍

すると， 

21001420,21001420  xxxx

350,62100,21006  xxx  

 



[問題](3学期) 

水溶液の濃度について，次の各問いに

答えよ。 

(1) 10%の食塩水と 16%の食塩水を混

ぜると11%の食塩水が180gできた。

10%の食塩水は何gあったか。 

(2) 3%の食塩水 300g に 7%の食塩水を

何 g くわえると 4%の食塩水ができ

るか。 

 

[解答](1) 150g (2) 100g 

[解説] 

(1) 10%の食塩水をx gとすると，16％の

食塩水の量は，( x180 )gとなる。 

(10%の食塩水x g 中の食塩の量)＋(16%

の食塩水( x180 )g中の食塩の量) 

＝(11%の食塩水180g中の食塩の量)  



 
100

11
180

100

16
180

100

10
 xx  

両辺を100倍すると， 

  111801801610  xx

198016288010  xx

288019801610  xx  

150,9006  xx  

(2) 7%の食塩水をx gとする。 

(3%の食塩水 300g 中の食塩の量)＋(7%

の食塩水x g中の食塩の量) 

＝(4%の食塩水( 300x )g中の食塩の量) 

なので， 

 
100

4
300

100

7

100

3
300  xx  

両辺を100倍すると， 

  120047900,30047900  xxxx

900120047  xx , 100,3003  xx  



【各ファイルへのリンク】 

理科1年 

[光音力] [化学] [植物] [地学] 

 

理科2年 

[電気] [化学] [動物] [天気] 

 

理科3年 

[運動] [化学] [生殖] [天体] [環境] 

 

社会地理 

[世界1] [世界2] [日本1] [日本2] 

 

社会歴史 

[古代] [中世] [近世] [近代] [現代] 

 

社会公民 

[現代社会] [人権] [三権] [経済] 
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【FdData中間期末製品版のご案内】 

このPDFファイルは，FdData中間期末

を PDF 形式(スマホ用)に変換したサン

プルです。製品版のFdData中間期末は

Windows パソコン用のマイクロソフト

Word(Office)の文書ファイル(A4版)で，

印刷・編集を自由に行うことができます。 

◆FdData中間期末の特徴 

中間期末試験で成績を上げる秘訣は過去

問を数多く解くことです。FdData 中間

期末は，実際に全国の中学校で出題され

た試験問題をワープロデータ(Word 文

書)にした過去問集です。各教科(社会・

理科・数学)約1800～2100ページと豊富

な問題を収録しているため，出題傾向の

90％以上を網羅しております。 

FdData 中間期末を購入いただいたお客

様からは，「市販の問題集とは比べものに

ならない質の高さですね。子どもが受け



た今回の期末試験では，ほとんど同じよ

うな問題が出て今までにないような成績

をとることができました。」，「製品の質の

高さと豊富な問題量に感謝します。試験

対策として，塾の生徒にFdDataの膨大

な問題を解かせたところ，成績が大幅に

伸び過去最高の得点を取れました。」など

の感想をいただいております。 

◆サンプル版と製品版の違い 

ホームページ上に掲載しておりますサン

プルは，製品の全内容を掲載しており，

どなたでも自由に閲覧できます。問題を

「目で解く」だけでもある程度の効果を

あげることができます。しかし，FdData

中間期末がその本来の力を発揮するのは

印刷ができる製品版においてです。印刷

した問題を，鉛筆を使って一問一問解き

進むことで，大きな学習効果を得ること

ができます。さらに，製品版は，すぐ印



刷して使える「問題解答分離形式」，編集

に適した「問題解答一体形式」，暗記分野

で効果を発揮する「一問一答形式」(理科

と社会)の3形式を含んでいますので，目

的に応じて活用することができます。 

FdData中間期末の特徴(QandA方式) 

◆FdData中間期末製品版の価格 

理科1年，2年，3年：各7,800円 

社会地理，歴史，公民：各7,800円 

数学1年，2年，3年：各7,800円 

ご注文は電話，メールで承っております。 

FdData中間期末(製品版)の注文方法 

※パソコン版ホームページは，Google

などで「fddata」で検索できます。 

※Amazonでも販売しております。 

 (「amazon fddata」で検索) 
 

【Fd教材開発】電話：092-811-0960 
メール： info2@fdtext.com 

http://www.fdtext.com/dp/qanda_k.html
http://www.fdtext.com/dp/seihin.html
mailto:info2@fdtext.com

